
増養殖技術研究 
（４）ガザミ放流技術開発 

 

日髙 研人・後川 龍男・鹿島 祥平  

 

 

 福岡県の豊前海区では，種苗放流を始めた昭和 54 年

から徐々にガザミの漁獲が増え，平成 2 年に最大の 429

トン，その後 150～300 トン前後で推移していたが，近

年は減少傾向にあり，100 トン前後で推移している。ま

た，豊前海では，特に身入りのいいガザミを「豊前本ガ

ニ」としてブランド化しており，重要な魚種となってい

る。 

これまで漁業者は,ガザミ資源を増やすため，抱卵ガ

ザミの再放流や種苗の中間育成・放流に取り組んでいる

が，ガザミの放流効果を向上させることが課題となって

いた。そこで，ノリ網を用いた新たな種苗放流方法につ

いて検討を行った。 

 

方  法 

 

１．新たな種苗放流方法  

 竹島ら¹）の報告から C3（ 10mm）種苗は，潜砂す

る個体よりも付着基質に付着している個体が多い

との知見を得たため，令和 4 年度よりノリ網にガ

ザミの種苗を付着させたままノリ網を流れ藻に見

立て海中に放流する方法を導入している。  

 令和４年度の水槽試験での結果を基に今年度は 6 地先

（図 1）で令和 5 年 6 月 29 日～9 月 11 日（内 8 日間）

にノリ網を用いたガザミ種苗の放流を行った。 

 

２．漁獲物調査 

 ガザミ類の漁獲動向を把握するため，令和 5 年 4 月 1

日～令和 6 年 3 月 31 日までの行橋市魚市場仕切りデー

タを用いて，ガザミ類の月別取扱数量を求めた。加え

て，各漁協より収集している漁獲統計データを用いて，

漁業種類別漁獲割合を算出した。 

 また，ガザミの漁獲物組成を把握するため，行橋市魚

市場において毎月ランダムにガザミの全甲幅長を 1mm 単

位で測定を行い，全甲幅長組成を求めた。本県豊前海区

では，福岡県漁業調整規則で 130ｍｍ未満の個体は採捕

してはならないと定められているため，130ｍｍ以上の

個体が測定対象となっている。 

 

結  果 

 

１．新たな種苗放流方法 

 令和 5 年度は豊前海区で 2,396 千尾のガザミ種苗を放

流しているが，そのうち 6 地先 1,699 千尾についてノリ

網を用いて放流した。これは豊前海に放流している内の

約 7 割にあたる。 

現場での放流手順は，①容器にノリ網とガザミ種苗

を投入，②十分にノリ網に付着しているのを確認し漁場

に放流，③容器に残った種苗はノリ網の近くに直接放

流，④ノリ網が絡まっていないか確認し 7 日後を目安に

回収。 

ノリ網放流によるメリットは，ノリ網に付着させる

ことで外敵から一定期間保護でき，かつノリ網に付着す

る餌生物（ワレカラやヨコエビ）を捕食することができ

ること。放流方法に関しては，今後も，現場の意見等を

取り入れ改善を行う。 

 

２．漁獲物調査 

 行橋市魚市場におけるガザミ類の月別取扱数量を図 2

に示した。月別取扱数量の推移からガザミは周年に渡っ

て漁獲されており，特に 9～11 月に多い傾向が見られ

た。 

漁業種類別漁獲割合を図 3 に示した。かごが 53％，

次いで刺網が 28％，小型底びき網が 15％，小型定置網

が 4％であった。 

 全甲幅長組成を図 4 に示した。漁獲物の主体は全甲幅

長 130-150ｍｍであり，小さいサイズのガザミが多く漁

獲されている傾向であった。 

 

文  献 

 

１）竹島利 ,團重樹 ,隋玉明 ,大城将希 ,浜崎活幸 .ガ

ザミ Portunus trituberculatus(Miers,1876 ) 

メガロパおよび初期稚ガニの胸脚の相対成長

について .2019 年度日本甲殻類学会 2020；

29： 1-6. 
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図 4 漁獲物の全甲幅長組成 
図 2 行橋魚市場におけるガザミの月別取扱数量 

図 1 ノリ網放流を行った地先 

図 3 漁業種類別漁獲割合 
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増養殖技術研究 
（５）アカモク増殖技術開発 

 

日髙 研人・後川 龍男・鹿島 祥平  

 

 

 新型コロナウイルス感染症の影響により，経費率の低

い沿岸域の漁業の重要性が再認識されている。沿岸域の

中でも，藻場の資源は漁村から極めて近いため，燃料費

もかからず，大規模な設備投資が不要で，高齢者，新規

就業者，女性でも利用可能である。  

 特に豊前海南部では，主幹漁業である小型底びき網等

の閑漁期に生産のピークを迎えるアカモクは，漁業者か

ら増殖の要望が強いものの，増殖に適した浅海域の岩礁

域が少なく，増産には漁場の拡大が肝要である。  

浅海域における投石と母藻投入による漁場造成技術

は既に開発されているが，波浪の影響や補償深度に関す

る知見は不十分であり，潜在的な漁場を最大限活用する

ためには，さらなる研究が必要である。  

 また，資源の持続的利用のためには，適切な収穫法等

の資源管理手法の普及と共に，漁業者自身の資源保護意

識の醸成が必要である。  

 そこで本事業では，実用的な投石漁場を造成し，照

度，光量子等のアカモク藻場形成の詳細な条件を検討す

ると共に，資源管理手法の普及を図る。  

 

方  法 

 

１．漁場造成試験 

（１）漁港内漁場造成 

 令和 3 年度に宇島漁港内に幅 1.5m，全長 150m の投石

漁場（図 1）を造成し，成熟したアカモクの母藻投入を

行った。漁場造成による効果を把握するため，令和 6 年

3 月 25 日に 50cm×50cm の枠を用いて，潜水による海藻

の枠取り調査を行った。 

（２）漁港外漁場造成試験 

 令和 3 年度に宇島地先の漁港外海域の最干潮 1.5m～

2m の 4 地点に，5m×5m の投石漁場（図 1）を造成し，

成熟したアカモクの母藻投入を行った。漁場造成による

効果を把握するため，令和 6 年 3 月 25 日に 50cm×50cm

の枠を用いて，潜水による海藻の枠取り調査を行った。 

 

結  果 

 

１. 新規漁場造成試験 

 海藻の枠取り調査の結果を表 1 に示した。 

（１）漁港内漁場造成 

 海藻の枠取り調査の結果からアカモクの現存量は

1,185g/m2。投石漁場は 225 ㎡なので，現存量に造成面

積を乗じ，266kg のアカモク藻場を造成することができ

た。 

（２）漁港外漁場造成 

 海藻の枠取り調査の結果からアカモクの現存量は

4,815g/m2。投石漁場は 100 ㎡なので，現存量に造成面

積を乗じ，481kg のアカモク藻場を造成することができ

た。 

それぞれの試験区で投石漁場を造成することでアカモ

クの藻場を維持拡大できることが分かった。 

 

文  献 

 

１）  黒川皓平,後川龍男,野副滉,田中慎也.  豊前海

におけるアカモク増殖手法に関する研究 . 福岡

県水産海洋技術センタ -研究報告 2022； 32： 7-

14．  

 

 

 

項　目 調査区

水深（m）

種　名 底　質

褐藻綱 ヒバマタ目 ホンダワラ科 アカモク 296 (2) 1,204 (3)

注1）単位:g、+は0.1g未満を示し、計には含まれていない。( )内の数字は株数を示す。

現存量（ｇ/㎡） 4,8151,185

投石投石

湿 重 量 計 1,204296

調査日：令和6年3月25日

漁港外漁港内

2.02.0

表 1 試験区のアカモク現存量 

図 1 投石試験区 
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大型クラゲ等有害生物調査 
－ナルトビエイ出現調査－ 

 

鹿島 祥平・日高 研人・金澤 孝弘・後川 龍男  

 

 

福岡県豊前海沿岸域は，昭和 61 年にアサリ漁獲量が

11,000 トンを超える日本有数の生産地であったが，その

後急減し，近年では 20 トンを下回る漁獲量で推移してい

る。こうした減少要因のひとつとして，春～秋季にかけ

て同沿岸域に来遊し，アサリなどの二枚貝類を捕食する

ナルトビエイの食害が挙げられている。本事業では，豊

前海におけるナルトビエイの来遊状況や食害実態等の情

報収集を目的に調査を行った。                                                

 

方  法 

 

１．魚体測定調査  

令和 5 年 4～6，8，9 月のナルトビエイ来遊時期に，

図 1 に示した海域で刺網による捕獲調査を行い，体盤幅

長，体重，雌雄を調べた。 

 

 

２．消化器官内容物調査 

 魚体測定調査で捕獲したナルトビエイ計 10 個体の胃

を含む消化器官を摘出し，（株）日本海洋生物研究所に

これらの内容物の同定並びに湿重量の分析を委託した。 

 

３．標識放流調査 

令和 5 年 5 月 16 日，6 月 28 日，8 月 22 日及び 9 月 5

日の魚体測定調査において採捕されたナルトビエイのう

ち 21 個体に，リボンタグを胸鰭付近に装着し，放流した。 

 

結  果 

 

１．魚体測定調査 

調査期間中に雄 31 尾，雌 120 尾，計 151 尾のナ

ルトビエイを測定した（表 1）。4 月 28 日に行われ

た駆除事業における測定個体を除いた今年度の捕

獲個体は 78 個体で，昨年度の 28 個体よりも多か

った。調査期間全体での平均体盤幅長は 99.7 ㎝，

平均体重は 19.3kg で，昨年度の 79.9 ㎝， 8.9kg

と比べて大型化していた。体盤幅長及び体重を雌

雄別にみると，今年度は雄 79.4 ㎝，9.7g，雌 104.9

㎝， 21.8kg に対し，昨年度は雄 75.5 ㎝， 7.3kg，

雌 81.7 ㎝， 9.6kg であった。今年度は，雌雄共に大

型個体が多く，全体としても昨年度よりも大型化したと

考えられる。 

 

２．消化器官内容物調査 

軟体部が消化されて崩壊し，種の同定までには至らな

かったものもあったが，胃の内部からはイタボガキ科，

マテガイが確認された。二枚貝の捕食が認められたのは，

全 10 個体中 6 個体（60％）で，今回の分析では 3 個体で

空胃が見られた。胃内容物の中で最も重量が多かったの

は，8 月 22 日に採捕された雌個体（体盤幅長 112.0 ㎝，

33.0kg）で，その湿重量は 49.1g，体重の約 0.15％に相

当するマテガイを捕食していた。今年度においても，本

種は有用種を含む二枚貝類等を選択的に捕食し，その捕

食圧も高いことから，食害の影響は深刻であると推察さ

れた。 
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図 1 ナルトビエイ捕獲調査範囲 
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３．標識放流調査 

ダートタグ及びリボンタグを装着したナルトビエイ 21

個体の体盤幅長は，雄（10 尾）が平均 71.9 ㎝，雌（11

尾）が 74.6 ㎝であった。装着後ただちに同海域で放流を

行い，関係機関に再捕報告を依頼した。 

なお，これまでに放流した個体を含め，今年度の再捕

報告はなかった。

  

 

 

 

 

 

2023

個体数 体盤幅長（cm） 体重（kg） 個体数 体盤幅長（cm） 体重（kg） 個体数 体盤幅長（cm） 体重（kg）
※ 4月28日 73 116.4±13.6 27.3±9.4 5 94.0±16.0 15.5±12.1 68 118.0±12.0 28.2±8.7

5月16日 21 86.2±9.4 9.9±3.3 5 75.6±2.9 6.4±0.7 16 89.5±8.1 11.1±3.0
6月28日 12 78.7±14.4 8.6±4.0 4 75.3±8.7 7.5±3.0 8 80.4±16.9 9.1±4.5
8月22日 28 86.1±15.5 13.9±9.0 12 78.6±6.2 9.1±2.3 16 91.9±17.9 17.5±10.5
9月5日 17 81.7±15.6 13.4±7.5 5 74.0±7.0 10.5±2.1 12 84.9±17.3 14.5±8.6
合計 151 99.7±21.3 19.3±11.3 31 79.4±10.5 9.7±5.6 120 104.9±20.2 21.8±11.1

※　駆除事業にて測定

全体 雄 雌

ナルトビエイ胃内容物分析結果

種別出現数

検体 16 17 18 19 20

番号 門 綱 目 科 学名 和名 個体数 湿重量 消化状況 個体数 湿重量 消化状況 個体数 湿重量 消化状況 個体数 湿重量 消化状況 個体数 湿重量 消化状況

1 軟体動物 二枚貝 カキ イタボガキ Ostreidae? イタボガキ科？ 1 5.3 3 1 7.3 3 5 23.9 4

2 マルスダレガイ マテガイ Solen strictus? マテガイ？

3 － － － － - 消化物 + 4.1 4

合　計 1 5.3   1 7.3 5 23.9 + 4.1

種類数 1 0 1 1 1

検体 27 29 30 31 32

番号 門 綱 目 科 学名 和名 個体数 湿重量 消化状況 個体数 湿重量 消化状況 個体数 湿重量 消化状況 個体数 湿重量 消化状況 個体数 湿重量 消化状況

1 軟体動物 二枚貝 カキ イタボガキ Ostreidae? イタボガキ科？

2 マルスダレガイ マテガイ Solen strictus? マテガイ？ 7 6.5 3 53 49.1 2 17 37.2 4

3 － － － － - 消化物

合　計   7 6.5 53 49.1   17 37.2

種類数 0 1 1 0 1

注：胃内容物総湿重量は、各胃内容物の湿重量合計をもってこれに代える。

種類数が0の場合は空胃を示す。

単位：個体数・湿重量(g)/検体、個体数の＋は計数不能を示す。

消化状況

1：あまり消化されていない。軟体部は外形・肉質とも未消化のものに近い。

2：やや消化がすすむ。軟体部の外形は保持されているが、肉質はもろくなり始めている。

3：かなり消化がすすむ。軟体部は外形が崩れ始め、肉質はもろい。

4：ほとんど消化される。軟体部は外形をとどめず、小塊～ペースト状。

表 1 捕獲されたナルトビエイの平均体盤幅長及び体重 

表 2 捕獲されたナルトビエイの消化器官内容物の状況 
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図 1 調査定点 

広域発生赤潮共同予知調査  

－瀬戸内海西部広域共同調査－  

 

後川 龍男・金澤 孝弘・鹿島 祥平・惠﨑 摂 

 

 

周防灘に位置する豊前海では Karenia mikimotoi をはじ

めとした有害赤潮がたびたび発生し漁業被害を引き起こし

ていることから 1)，赤潮の発生過程の把握や初期発生域の特

定が急務となっている。 

 周防灘では，これまで有害プランクトンの初期発生か

ら増殖，消滅に至るまでの全容を把握することを目的と

し，水産庁の委託を受け，山口,福岡，大分の 3 県で共同

調査を実施してきたところであるが,周防灘で発生した

K. mikimotoi 赤潮が響灘や豊後水道周辺海域まで移流，

拡散し，漁業被害を引き起こす事例がしばしば発生して

いる 2,3)。 

 このため現在では瀬戸内海西部海域において，広島，

愛媛，山口，福岡，大分，高知の 6 県 7 機関と愛媛大学，

水産技術研究所が共同で広域的に有害種の発生状況をモ

ニタリングするとともに，その要因について解析を行っ

ている。 

 本報告では，水産庁委託事業「令和 5 年度豊かな漁場

環境推進事業のうち海域特性に応じた赤潮・貧酸素水塊，

栄養塩類対策推進事業（1）赤潮等による漁業被害への対

策技術の開発・実証・高度化」報告書（令和 6 年 3 月）

において報告した，本県が担当したモニタリング結果の

概要を報告する。 

 

方  法 

 

 本調査では，瀬戸内海西部海域に関係機関で計 58 点の

調査定点を設置しており，本県はそのうちＦ5～12 の 8

定点（図 1）を担当した。調査は 5 月から 8 月までの 4

回（原則上旬）行い，各定点の表層，中層及び底層の海

水温，塩分，溶存酸素量及び透明度の観測を行うととも

に，K. mikimotoi，Cochlodinium polycricoides，Het-

erocapsa circularisquama，Chattonella 属，Heterosi-

gma akashiwo 及び珪藻類について，各定点で採水した海

水 1ml 中の細胞密度を検鏡，計数した。 

 

結  果 

 

 表 1 に海水温，塩分，溶存酸素量，透明度及びプラン

クトン検鏡結果を示した。本調査において K. mikimotoi

は 8 月に最大 49 cells/ml（F5，5 m 層）確認されたもの

の，その前後で増殖は見られず，本年度 K. mikimotoi

の赤潮発生はなかった。また本調査で Chattonella 属は

7 月に最大 4 cells/ml（F11，B-1 m 層）が確認され，7

月 25 日～31 日にかけて南部の漁港域で増殖し赤潮化し

た。7 月 25 日に最高細胞密度 300 cells/ml を宇島港の

表層で確認した。 
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 表 1 調査結果 

Karenia Cochlodinium Heterocapsa Heterosigma 全珪藻類

mikimotoi polykrikoides circularisquama antiqua+marina ovata akashiwo 細胞数

(m) (m) (℃) (mL/L) 飽和度(%) (m) cells/mL cells/mL cells/mL cells/mL cells/mL cells/mL cells/mL

F5 0.0 16.8 32.89 5.86 105.4 0 0 0 0 0 0 372
F5 5.0 16.7 32.94 5.86 105.3 0 0 0 0 0 0 363
F5 B-1 16.8 32.99 5.67 102.0 0 0 0 0 0 0 31
F6 0.0 16.9 32.47 5.89 105.8 0 0 0 0 0 0 300
F6 5.0 16.7 32.54 5.88 105.4 0 0 0 0 0 0 404
F6 B-1 16.6 32.58 5.86 104.8 0 0 0 0 0 0 458
F7 0.0 16.4 32.00 5.81 103.1 0 0 0 0 0 0 240
F7 5.0 16.3 32.54 5.81 103.2 0 0 0 0 0 0 181
F7 B-1 16.1 32.86 5.57 98.7 0 0 0 0 0 0 8
F8 0.0 16.6 32.64 5.84 104.6 0 0 0 0 0 0 131
F8 5.0 16.3 32.66 5.86 104.1 0 0 0 0 0 0 250
F8 B-1 16.1 32.81 5.72 101.5 0 0 0 0 0 0 31
F9 0.0 15.8 32.44 5.81 102.1 0 0 0 0 0 0 50
F9 5.0 15.6 32.82 5.83 102.4 0 0 0 0 0 0 40
F9 B-1 15.2 33.01 5.49 95.7 0 0 0 0 0 0 22
F10 0.0 16.0 32.88 5.76 102.1 0 0 0 0 0 0 240
F10 5.0 16.0 32.88 5.79 102.5 0 0 0 0 0 0 219
F10 B-1 15.6 32.97 5.35 94.1 0 0 0 0 0 0 323
F11 0.0 17.1 32.54 5.83 105.1 0 0 0 0 0 0 463
F11 5.0 16.7 32.61 5.84 104.7 0 0 0 0 0 0 319
F11 B-1 16.3 32.74 5.79 103.1 0 0 0 0 0 0 44
F12 0.0 17.2 32.06 5.81 104.9 0 0 0 0 0 0 350
F12 5.0 16.6 32.71 5.80 103.8 0 0 0 0 0 0 383
F12 B-1 16.5 32.75 5.72 102.1 0 0 0 0 0 0 263
F5 0.0 21.1 31.69 5.67 109.9 1 0 0 0 0 0 3075
F5 5.0 21.1 31.78 5.58 108.2 3 0 0 0 0 0 2300
F5 B-1 21.0 31.85 5.14 99.4 0 0 0 0 0 0 1525
F6 0.0 21.6 31.60 5.52 107.8 1 0 0 0 0 0 4525
F6 5.0 21.3 31.68 5.35 104.1 0 0 0 0 0 0 4750
F6 B-1 21.2 31.69 5.38 104.5 0 0 0 0 0 0 4975
F7 0.0 20.7 30.13 5.34 101.6 0 0 0 0 0 0 2725
F7 5.0 20.6 32.01 5.38 103.4 0 0 0 0 0 0 2200
F7 B-1 19.9 32.18 5.02 95.4 1 0 0 0 0 0 1675
F8 0.0 22.1 31.13 5.98 117.5 1 0 0 0 0 0 6725
F8 5.0 21.5 31.53 5.67 110.6 0 0 0 0 0 0 5150
F8 B-1 20.8 31.70 4.69 90.3 0 0 0 0 0 0 3575
F9 0.0 20.4 31.97 5.35 102.5 0 0 0 0 0 0 567
F9 5.0 20.3 31.92 5.51 105.3 0 0 0 0 0 0 363
F9 B-1 17.1 32.80 5.06 91.7 0 0 0 0 0 0 158
F10 0.0 20.7 32.01 5.39 103.8 0 0 0 0 0 0 353
F10 5.0 20.5 32.03 5.44 104.4 0 0 0 0 0 0 604
F10 B-1 19.4 32.29 5.16 97.2 0 0 0 0 0 0 856
F11 0.0 22.5 30.82 6.03 119.2 5 0 0 0 0 0 4450
F11 5.0 21.5 31.53 5.76 112.3 0 0 0 0 0 0 3450
F11 B-1 20.9 31.95 5.45 105.4 0 0 0 0 0 0 4475
F12 0.0 22.3 30.62 5.91 116.3 1 0 0 0 0 0 3850
F12 5.0 21.2 31.58 5.14 99.7 0 0 0 0 0 0 3175
F12 B-1 20.7 31.92 4.76 91.8 0 0 0 0 0 0 2500
F5 0.0 25.1 24.90 6.07 121.4 0 0 0 0 0 0 8162
F5 5.0 24.9 26.82 5.49 110.7 0 0 0 1 0 0 6500
F5 B-1 24.2 29.76 4.58 92.7 0 0 0 0 0 0 2350
F6 0.0 25.2 25.09 5.52 110.8 0 0 0 0 0 0 763
F6 5.0 24.4 29.90 4.48 91.0 0 0 0 0 0 0 319
F6 B-1 24.1 30.71 3.96 80.5 0 0 0 1 0 0 288
F7 0.0 25.5 26.0 5.44 110.3 0 0 0 1 0 0 2200
F7 5.0 24.7 27.7 5.41 109.2 0 0 0 0 0 0 1763
F7 B-1 20.7 32.3 3.39 65.4 0 0 0 0 0 0 443
F8 0.0 25.3 26.50 5.66 114.7 1 0 0 0 0 0 1381
F8 5.0 24.1 30.77 4.27 86.8 0 0 0 0 0 0 438
F8 B-1 24.0 31.04 3.92 79.6 0 0 0 0 0 0 144
F9 0.0 25.2 26.16 5.55 111.9 0 0 0 0 0 0 2563
F9 5.0 22.2 30.85 5.13 101.0 0 0 0 1 0 0 3200
F9 B-1 18.2 32.74 4.28 79.0 0 0 0 0 0 0 525
F10 0.0 24.9 28.65 5.46 111.3 0 0 0 0 0 0 1269
F10 5.0 24.4 31.30 5.32 109.1 0 0 0 1 0 0 300
F10 B-1 21.2 32.22 3.86 75.1 12 0 0 1 0 0 157
F11 0.0 25.7 26.71 5.62 114.9 0 0 0 1 0 0 250
F11 5.0 24.0 31.46 4.46 91.0 7 0 0 0 0 0 245
F11 B-1 23.5 31.84 3.56 72.0 0 0 0 4 0 0 153
F12 0.0 24.2 22.21 5.14 99.8 0 0 0 0 0 0 11
F12 5.0 24.1 31.39 4.48 91.4 5 0 0 1 0 0 25
F12 B-1 23.4 31.80 3.73 75.3 0 0 0 0 0 0 108
F5 0.0 28.4 29.90 4.64 100.9 45 0 0 0 0 0 13
F5 5.0 27.3 30.69 4.62 99.2 49 0 0 0 0 0 13
F5 B-1 26.6 31.53 3.99 85.0 25 0 0 0 0 0 30
F6 0.0 29.0 29.51 4.50 98.7 0 0 0 0 0 0 76
F6 5.0 27.9 30.12 3.76 81.3 25 0 0 0 0 0 91
F6 B-1 26.6 30.78 3.01 63.9 1 0 0 1 0 0 255
F7 0.0 28.6 29.84 4.53 98.8 3 0 0 0 0 0 51
F7 5.0 28.6 29.84 4.53 98.8 3 0 0 0 0 0 95
F7 B-1 23.2 31.67 3.04 61.1 0 0 0 0 0 0 384
F8 0.0 29.1 28.83 4.49 98.3 0 0 0 0 0 0 15
F8 5.0 28.9 29.73 4.28 93.8 0 0 0 0 0 0 6
F8 B-1 26.5 30.80 2.10 44.5 0 0 0 0 0 0 20
F9 0.0 28.4 29.91 4.52 98.4 1 0 0 0 0 0 4
F9 5.0 28.1 30.14 4.49 97.3 0 0 0 0 0 0 133
F9 B-1 22.1 32.05 3.49 69.0 0 0 0 1 0 0 108
F10 0.0 28.3 29.99 4.60 100.0 0 0 0 0 0 0 296
F10 5.0 28.3 30.01 4.66 101.3 0 0 0 0 0 0 516
F10 B-1 22.1 31.95 2.42 47.8 0 0 0 0 0 0 294
F11 0.0 29.3 29.07 4.40 96.7 0 0 0 0 0 0 5
F11 5.0 29.4 29.50 4.30 94.9 0 0 0 0 0 0 6
F11 B-1 28.3 30.10 3.83 83.3 0 0 0 0 0 0 14
F12 0.0 29.3 28.44 4.32 94.6 0 0 0 0 0 0 8
F12 5.0 29.2 29.66 4.41 97.1 0 0 0 0 0 0 10
F12 B-1 29.1 29.70 4.19 92.1 0 0 0 0 0 0 4
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漁場環境保全対策事業 
（１）水質・生物モニタリング調査

 

惠﨑 摂・日髙 研人  

 

 

 本事業は福岡県豊前海における漁場環境の保全を図る

ため，水質・生物モニタリング調査を実施し，水質基準

及び底生生物を指標に監視を行うものである。 

 

方  法 

 

１．水質調査 

調査は，令和５年４月から令和６年３月までの毎月上旬

に１回，図１に示した 12 定点で実施した。調査項目は水

温，塩分，透明度及び溶存酸素で，観測層は表層，2.5m，

５m，10m 及びＢ-１m 層（以下底層）とし，RINKO Profiler

（JFE アドバンテック株式会社製）によって観測した。 

 

２．生物モニタリング調査 

 調査は，令和５年５月 11 日（以下５月）と８月 23 日

(以下８月）の年２回，図１に示した５カ所の調査点で

実施した。 

 

 

 

 

 各調査点で軽量簡易グラブ採泥器（東京久栄製 22cm

×22cm)を用いて２回ずつ採泥を行い，直後に泥温を測

定した後，一部を冷蔵して研究所に持ち帰り，強熱減量

（以下ＩＬ）と検知管法による全硫化物及び含泥率を測

定した。 

 底生生物については，１mm 目合のネットでふるいにか

けた残留物を 10％中性ホルマリンで固定し，種の同定，

計数，及び測定を行った。 

 

結果及び考察 

１．水質調査 

各月の表層と底層において,各測定項目の全調査点平

均値をそれぞれ計算し，その推移を図２～５に示した。 

（１） 水温 

 表層の水温は 9.0～28.8℃の範囲で推移した。 

 底層の水温は 8.8～28.0℃の範囲で推移した。 

 最高値は表層が８月，底層が９月，最低値は表層底層

ともに２月であった。 

（２）塩分 

 表層の塩分は 25.51～33.16 の範囲で推移した。最高

値は１月，最低値は７月であった。 

 底層の塩分は 31.06～33.22 の範囲で推移した。最高

値は２月，最低値は９月であった。 

（３）透明度 

 透明度は 2.6～8.1m の範囲で推移した。最高値は８

月，最低値は９月であった。 

（４）溶存酸素 

 表層の溶存酸素は 6.42～9.45mg/l の範囲で推移し

た。最高値は２月，最低値は９月であった。 

 底層の溶存酸素は 4.69～9.41mg/l の範囲で推移し

た。最高値は２月，最低値は８月であった。 

 

２．生物モニタリング調査 

（１）底質環境 

 ＩＬと全硫化物及び含泥率の分析結果を表１に示し

た。 

 ＩＬの５月の平均値は 8.2％（6.7～9.5％）で，昨年

の 8.3％からわずかに減少し，８月の平均値は 10.8％

水質、生物モニタリング

水質のみ

図 1 調査定点 
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（8.5～10.8％）で，昨年の 10.3％からやや減少した。

５月から８月の間の変動は，昨年と同じく全ての調査点

で増加した。 

 全硫化物量の５月の平均値は 0.36mg/g 乾泥（0.05～

0.68mg/g 乾泥）で，昨年の 0.26 mg/g 乾泥からやや増

加し， ８月の平均値は 0.40mg/g 乾泥（0.08～0.63mg/g

乾泥）で，昨年の 0.42 mg/g 乾泥からわずかに減少し

た。５月から８月の間の変動は St.３で減少，St.８で

増加し,他の調査点は横ばいであった。 

 含泥率の５月の平均値は 93.4％（90.6～96.45％）,

８月の平均値は 97.1％（95.9～98.4％）であった。５

月から８月の間の変動は全ての調査点で増加した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

図２ 水温の推移 図３ 塩分の推移 
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図４ 透明度の推移 

図５ 溶存酸素の推移 

Ｓｔｎ． ５月 ８月 ５月 ８月 ５月 ８月
3 8.8 10.8 0.68 0.43 90.6 95.9
7 8.3 10.4 0.49 0.42 90.8 97.7
8 9.5 10.4 0.24 0.63 96.4 98.4
11 7.6 8.5 0.36 0.42 94.6 96.1
13 6.7 9.5 0.05 0.08 94.6 97.6

平均値 8.2 9.9 0.36 0.40 93.4 97.1

IL 全硫化物 含泥率
（％） (mg/ｇ乾泥) （％）

表１ 底質分析結果 
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（２）底生生物の出現状況 

 底生生物調査結果を表２～５に多様度指数の推移を図

６に，出現種類数の推移を図７に，分類群別個体数の推

移を図８に示した。採取した底生生物の大部分は１g 未

満の個体で，１g 以上の個体は５月が甲殻類のシャコの

１種，８月は軟体類のヨコヤマミミエガイと棘皮類のイ

カリナマコの２種であった。出現種類数は汚染指標種で

あるシズクガイのみが採取された８月の St.３を除き，

５月，８月ともに多毛類が多かった。個体数では５月は

シズクガイが St.７，St.８，St,13 で，St.３と St.11

では多毛類が優先した。８月は St.３の出現個体がシズ

クガイのみで,他の４調査点では多毛類が優先した。 

１g 未満の個体の多様度指数Ｈ’の値は，５月の最低

が St.７の 1.24，最低は St.３の 2.82 で，８月の最低

は St.３の 0.00，最高は St.13 の 3.20 であった。 

 種類数は５月から８月にかけて St.８が横ばい,St.11

でわずかに増加が見られたが，その他の調査点では減少

した。個体数は St.３ではシズクガイの増加により増え

たもののその他の調査点では減少した。 

汚染指標種の出現状況は，今回シズクガイのみが採

取され，昨年採取されたフクロハネエラスピオ（ヨツバ

ネスピオ B 型）や，チヨノハナガイ，ヨツバネスピオ A

型、同 C 型は採取されなかった。シズクガイの出現状況

は，５月は全調査点で採取され，そのうち３調査点は優

先種であった。８月は St.３のみでシズクガイが採取さ

れたが，他の調査点ではシズクガイ以外の底生生物の個

体数も減少した。 

 

 

  

分類 鋼 学名 和名
1g未満 1g以上 1g未満 1g以上 1g未満 1g以上 1g未満 1g以上 1g未満 1g以上

軟体類 腹足 Philine sp. ｷｾﾜﾀｶﾞｲ科 40 10
二枚貝 Ungulinidae ﾌﾀﾊﾞｼﾗｶﾞｲ科 10

Theora fragilis ｼｽﾞｸｶﾞｲ 30 370 170 40 960
多毛類 多毛 Phyllodoce sp. Phyllodoce sp. 10 10

Polynoidae ｳﾛｺﾑｼ科 10
Sigalionidae ﾉﾗﾘｳﾛｺﾑｼ科 10 30 10
Podarkeopsis sp. Podarkeopsis sp. 10
Sigambra sp. Sigambra sp. 10 10 30
Leonnates sp. ﾊﾅｸﾞﾛｺﾞｶｲ属 10
Nectoneanthes latipoda ｵｳｷﾞｺﾞｶｲ 30 10
Glycera sp. Glycera sp. 10
Nephtys oligobranchia ｺﾉﾊｼﾛｶﾞﾈｺﾞｶｲ 10 40 40 40 20
Scoletoma longifolia ｶﾀﾏｶﾞﾘｷﾞﾎﾞｼｲｿﾒ 10
Paraprionospio cordifolia ﾌｸﾛﾊﾈｴﾗｽﾋﾟｵ 20 10
Magelona sp. Magelona sp. 70 50
Chaetopteridae ﾂﾊﾞｻｺﾞｶｲ科 30
Sternaspidae ﾀﾞﾙﾏｺﾞｶｲ科 10
Capitellidae ｲﾄｺﾞｶｲ科 30
Maldanidae ﾀｹﾌｼｺﾞｶｲ科 40
Amphitritinae Amphitritinae 10

甲殻類 軟甲 Asthenognathus inaequipes ﾖｺﾅｶﾞﾓﾄﾞｷ 10
Oratosquilla oratoria ｼｬｺ 10

棘皮類 ｸﾓﾋﾄﾃﾞ Amphioplus japonicus ｶｷｸﾓﾋﾄﾃﾞ 10
海鼠 Synaptidae ｲｶﾘﾅﾏｺ科 10

その他 花虫 Actiniaria ｲｿｷﾞﾝﾁｬｸ目 10
渦虫 Polycladida 多岐腸目 10 10

Phoronis sp. Phoronis sp. 10
合　　　計 100 70 10 100 200 230
種　類　数 7 4 1 5 6 14

Ｓｔｎ．３ Ｓｔｎ．７ Ｓｔｎ．８ Ｓｔｎ．11 Ｓｔｎ．13

表２ 種類別底生生物調査結果（５月期個体数・湿重量〔ｇ/㎡〕・種類数） 
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個体数 湿重量 種類数 個体数 湿重量 種類数 個体数 湿重量 種類数 個体数 湿重量 種類数 個体数 湿重量 種類数
1g以上
1g未満 30 0.20 1 410 9.00 2 170 2.40 1 40 0.40 1 980 11.80 3
1g以上
1g未満 80 1.60 5 60 0.20 3 100 3.10 5 200 8.00 6 190 3.10 10
1g以上 10 24.60 1
1g未満 10 0.70 1
1g以上
1g未満 20 2.30 2
1g以上
1g未満 20 1.30 2 10 0.40 1 10  +  1
1g以上 10 24.60 1
1g未満 130 3.10 8 480 9.60 6 270 5.50 6 240 8.40 7 1,210 17.90 17

1g未満

Stn.3 Stn.7 Stn.8 Stn.11 Stn.13

多毛類

甲殻類

軟体類

その他

合　計

棘皮類

多様度指数H'
2.82 1.24 1.71 2.57 1.50

分類
1g未満 1g以上 1g未満 1g以上 1g未満 1g以上 1g未満 1g以上 1g未満 1g以上

軟体類 腹足綱 Philine sp. ｷｾﾜﾀｶﾞｲ科 10
二枚貝綱Arcopsis interplicata ﾖｺﾔﾏﾐﾐｴｶﾞｲ 10

Theora fragilis ｼｽﾞｸｶﾞｲ 200
Paphia undulata ｲﾖｽﾀﾞﾚ 10

多毛類 多毛綱 Sigambra sp. Sigambra sp. 20 20 20 20
Leonnates sp. ﾊﾅｸﾞﾛｺﾞｶｲ属 10
Chrysopetalidae ﾀﾝｻﾞｸｺﾞｶｲ科 10
Glycera sp. Glycera sp. 10
Nephtys oligobranchia ｺﾉﾊｼﾛｶﾞﾈｺﾞｶｲ 10
Paraprionospio cordifolia ﾌｸﾛﾊﾈｴﾗｽﾋﾟｵ 10
Magelona sp. Magelona sp. 10 20
Spiochaetopterus sp. Spiochaetopterus sp. 20
Cirratulidae ﾐｽﾞﾋｷｺﾞｶｲ科 10 10
Sternaspidae ﾀﾞﾙﾏｺﾞｶｲ科 50
Capitellidae ｲﾄｺﾞｶｲ科 20 10 20
Pectinaria okudai ｵｸﾀﾞｳﾐｲｻｺﾞﾑｼ 10

甲殻類 軟甲綱 Hexapodidae ﾑﾂｱｼｶﾞﾆ科 10 20
Ilyograpus nodulosus ﾁｺﾞｲﾜｶﾞﾆ 30
Xenophthalmus pinnotheroidesﾒﾅｼﾋﾟﾝﾉ 10

棘皮類 ﾅﾏｺ綱 Synaptidae ｲｶﾘﾅﾏｺ科 10 10
その他 花虫綱 Actiniaria ｲｿｷﾞﾝﾁｬｸ目 10

- NEMERTINEA 紐形動物門 10 10
合　　　計 200 60 10 80 10 130 160 10
種　類　数 1 4 1 6 1 8 10 1

Ｓｔｎ．３ Ｓｔｎ．７ Ｓｔｎ．８ Ｓｔｎ．11 Ｓｔｎ．13

個体数 湿重量 種類数 個体数 湿重量 種類数 個体数 湿重量 種類数 個体数 湿重量 種類数 個体数 湿重量 種類数
1g以上 10 11.70 1
1g未満 200 7.70 1 20 6.00 2
1g以上
1g未満 50 0.60 3 70 1.30 5 110 2.20 6 80 0.30 5
1g以上
1g未満 10  +  1 10  +  1 50 2.50 2
1g以上 10 30.10 1 10 13.10 1
1g未満
1g以上
1g未満 10 0.10 1 10 0.10 1 10 0.10 1
1g以上 10 11.70 1 10 30.10 1 10 13.10 1
1g未満 200 7.70 1 60 0.70 4 80 1.30 6 130 2.30 8 160 8.90 10

1g未満

Stn.3 Stn.7 Stn.8 Stn.11 Stn.13

多毛類

甲殻類

軟体類

その他

合　計

棘皮類

多様度指数H'
0.00 1.92 2.50 2.65 3.20

表５ 分類群別底生生物調査結果（８月期個体数・湿重量〔ｇ/㎡〕・種類数） 

表４ 種類別底生生物調査結果（８月期個体数・湿重量〔ｇ/㎡〕・種類数） 

表３ 分類群別底生生物調査結果（５月期個体数・湿重量〔ｇ/㎡〕・種類数） 
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図８ 分類群別個体数(g/㎡) 

 

図７ 出現種類数（1ｇ未満） 
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漁場環境保全対策事業  

（２）貝毒・赤潮発生監視調査  

 

惠﨑 摂・日髙 研人・金澤 孝弘・後川 龍男・鹿島 祥平 

 

 

Ⅰ 貝毒発生監視調査 

  本調査は，福岡県豊前海における貝類の毒化原因プラ

ンクトンの出現動向を把握するとともに，貝類の毒化を

監視し，本県産貝類の食品としての安全性を確認するこ

とを目的として実施した。 

 

方  法 

 

１．毒化原因プランクトンの出現状況調査 

 麻痺性貝毒の原因種である Gymnodinium 属と Alexand-

rium 属，下痢性貝毒の原因種である Dinophysis 属を対

象として，毎月１回，図１に示した定点中 St.１と St.1

2 の表層と５ｍ層の海水を採水して持ち帰り，20μのフ

ィルターで 250ml を 50 倍の５ml に濃縮し，そのうちの

１ml を検鏡して出現状況を調べ，細胞数を計数した。 

また採水時に現場の海水の水温，塩分等をＪＦＥアドバ

ンテック社製のＳＴＤ（RINKO Profiler）を用いて計測

するとともに，表層と底層の採水を行い栄養塩とクロロ

フィルａ量を調べた。 

 

２．毒化状況調査 

 図１に示したアサリ採取点のアサリについて令和５年

４月から６月，９月に各月１回，計４回，またカキ採取

点のカキについて，令和５年４月に１回，同 10 月から

翌年３月までに各月１回，計７回可食部における麻痺性

毒のマウス検査を実施した。 

 下痢性毒の検査については，令和５年５月にアサリ，

10 月にカキで実施した。 

 これらの検査は(財)食品環境検査協会福岡営業所に委

託した。 

 

結果及び考察 

 

１．毒化原因プランクトンの出現状況調査 

（１）麻痺性貝毒原因種            

 採集した海水の検鏡結果を表１に示した。有毒種であ

る Alexandrium 属は St.12 において５月の表層で 40cel

ls/L，６月の５m 層で 20cells/L 確認された。Gymnodi-

nium 属は年間を通じて確認されなかった。 

（２）下痢性貝毒原因種 

  ７月の St.１の５m 層で Dinophysis fortii が 20cell

s/Ｌ，６月の St.１の表層と St.12 の５m 層で D.acumi-

nata が 20cells/Ｌ確認された。D.caudata は７月から 

11 月までの間確認され，最大は９月の St.１の５m 層の

940cells/Ｌで，表層も 920cells/Ｌ確認された。St.12

では９月の５ｍ層の 160cells/Ｌが最大で，表層は９月

と 10 月の 120cells/Ｌが最大であった。 

 

２．毒化状況調査 

  マウス検査の結果を表２に示した。本年度，麻痺性貝

毒及び下痢性貝毒は検出されなかった。 

 

 

 

 

北九州市

行橋市

築上町

豊前市 吉富町

苅田町

小倉南区

門司区

下関市

宇部市

中津市

宇佐市

山陽小野田市

10 20
km

0 5
大分県

福岡県

山口県

1

2

3

4

5

7

8

10

11

12

15

13

図 1 調査定点 

 

-295-



Ⅱ 赤潮発生監視調査 

  本調査は赤潮の発生状況を把握し，関係漁協及び関係

機関に速報として FAX で情報提供するとともに，隣接県

の赤潮に関する情報の収集，交換を行うことにより，本

県沿岸域における漁場の保全及び漁業被害の防止・軽減

を目的として実施した。 

 

方  法 

 

 図１に示す６定点において，令５年４月から同６年３

月まで月１回，海象，水質，植物プランクトン調査を実

施した。なお，赤潮が発生した際には関係漁港内を適宜

調査した。赤潮の発生状況は，本事業での調査や他事業

での海洋観測，及び漁業者からの通報による情報も加味

して整理し，ＦＡＸと水産海洋技術センターホームペー

ジ上（http://www.sea-net.pref.fukuoka.jp/gyogyo/gy

ogyo.htm）で速報として情報発信し，注意喚起を促し

た。 

 

結果及び考察 

 

１．赤潮発生状況 

 赤潮の発生状況を表３に示した。有害赤潮の発生件数

は１件で，６月にラフィド藻類の Chattonella marina 

の増殖（最大細胞数 1,825cells/ml）が確認されたが，

海水の変色や漁業被害は確認されなかった。発生件数は

前年度の３件から減少した。 

 

２．水質環境 

  調査日別の水質測定結果を表４に示した。 

 全点平均でみると，水温は表層底層とも最高が８月，

最低は２月であった。 

 塩分は表層の最高が１月，最低が８月，底層は最高が

４月，最低が８月であった。 

 酸素飽和度は表層の最高が８月，最低が 12 月，底層

の最高が４月，最低が７月であった。最低値は７月の S

t.１の 52.0％で，貧酸素状態になる海域は確認されな

かった。 

 栄養塩のＤＩＮは表層の最高が８月，最低が５月，底

層の最高は９月，最低は５月であった。同じく PO4-P は

表層の最高が 11 月，最低が７月，底層の最高が 11 月，

最低が３月であった。 

 クロロフィルａは表層の最高が８月，最低が４月，底

層の最高は５月，最低は４月であった。 

 

 

 

 

 

 

  

調査月日 観測層

令和５年
表層 － － － － － － － － － － － － 15.9 16.1 31.23 32.68
5m層 － － － － － － － － － － － － 15.8 15.8 32.59 32.94

表層 － － － 40 － － － － － － － － 18.4 18.3 30.57 31.55
5m層 － － － － － － － － － － － － 17.9 18.1 32.06 31.58

表層 － － － － － － － － － － － － 23.6 23.0 30.70 31.15
5m層 － － － 20 － － － － － － － － 22.3 21.7 31.34 31.58

表層 － － － － － － － 20 － － － 20 26.7 25.9 23.68 24.92
5m層 － － － － － － － － 20 － － 20 24.4 24.4 29.23 28.31

表層 － － － － － － － － － － 100 80 29.9 29.4 29.83 30.16
5m層 － － － － － － － － － － 180 200 28.0 29.0 30.55 30.32

表層 － － － － － － － － － － － 200 28.6 28.0 30.62 30.95
5m層 － － － － － － － － － － 80 40 28.4 27.6 30.90 31.14

表層 － － － － － － － － － － 20 － 22.2 22.4 31.32 31.98
5m層 － － － － － － － － － － － － 22.2 22.4 31.31 32.02

表層 － － － － － － － － － － － 60 17.2 17.8 32.09 32.80
5m層 － － － － － － － － － － 20 60 17.2 17.7 32.10 32.81

表層 － － － － － － － － － － 80 20 12.4 12.6 33.07 32.95
5m層 － － － － － － － － － － 40 20 12.4 12.6 33.07 32.95

令和６年
表層 － － － － － － － － － － 100 20 10.3 9.8 33.04 33.30
5m層 － － － － － － － － － － 20 0 10.3 9.8 33.05 33.34

表層 － － － － － － － － － － － － 8.4 8.9 32.43 32.94
5m層 － － － － － － － － － － 20 20 8.4 8.8 32.53 32.96

表層 － － － － － － － － － － － － 9.7 10.1 32.16 32.45
5m層 － － － － － － － － － － － － 9.6 10.0 32.29 32.45

D.caudata

下痢性貝毒原因種（左St.1，右St.12）

(cells/l) (cells/l) (cells/l)

(旧)A.tamarense (旧)A.catenella G.catenatum

麻痺性貝毒原因種（左St.1，右St.12） 水質環境（左St.1，右St.12）

水温 塩分

(℃）

-:出現なし

(cells/l) (cells/l) (cells/l)

D.fortii D.acuminata

4月17日

5月11日

6月13日

7月14日

8月23日

9月13日

10月16日

11月15日

12月19日

1月11日

2月13日

3月11日

表１ 貝毒原因種出現状況 
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図２ 主な植物プランクトンの月別最高細胞数 

 

３．プランクトン 

  今年度赤潮が確認された有害プランクトンは，７月に

宇島港内で最高細胞数 300cells/ml を記録した Chatone

lla spp.の１件のみであった。分布範囲は北部から南部

までの沿岸域で,宇島港以外では苅田南港の 114 cells/

ml，北九州港新門司南地区の 93cells/ml,それ以外では

10cells/ml 前後と少なく，漁業被害も確認されなかっ

た。 

 その他の植物プランクトンの月別の最高細胞数を図２

に示した。最も多かったのは６月の St.13 で見られた小

型珪藻の Skeletonema 属の 2,472cells/ml であったが，

周辺の調査点では同種の増殖は確認されず，顕著な海面

変色も確認されなかった。その他２月に小型珪藻の Ske

letonema 属が 1,020cells/ml，Thalassiosira 属が最大

810cells/ml，Dactyliosolen 属を主とした珪藻類が最

大 940cells/ml 確認された。ともに St.11 から 13 まで

の中部から北部の沿岸海域で見られたが，海面の変色は

確認されなかった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                          

                                 

 

 

 

 

麻痺性毒力 下痢性毒力

(MU/g) (MU/g)

4月27日 5月10日 ND

5月25日 6月1日 ND ND

6月16日 6月20日 ND

9月22日 9月27日 ND

10月25日 10月30日 ND

11月17日 11月22日 ND

10月26日 10月30日 ND ND

11月17日 11月22日 ND

12月8日 12月12日 ND

1月12日 1月16日 ND

2月9日 2月14日 ND

3月8日 3月12日 ND

カキ
（北九州市）

カキ
（北九州市）

カキ
（北九州市）

カキ
（北九州市）

ND:検出限界値以下

アサリ
（豊前市）

アサリ
（豊前市）

アサリ
（豊前市）

アサリ
（豊前市）

カキ
（北九州市）

カキ
（北九州市）

貝の種類
（生産地）

採取月日 検査月日

アサリ
（豊前市）

アサリ
（豊前市）

発生番号 発生期間 日数 海域 種類
最高細胞数
（cells/ml）

水色
(1～108)

漁業被害

300

宇島港
1

４２
(くらいきみどり)

無Chatonella　spp.77/25 ～ 7/31 福岡県豊前海沿岸域

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

A M M J J A S O N D J F M

Skeletonema costatum

Leptocylindrus sp.

Thalassiosira sp.

Bacteriastrum sp.

Chaetoceros sp.

その他の珪藻

表３ 赤潮発生状況 

 

表２ 貝毒検査結果 
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      水温        塩分     酸素飽和度      ＤＩＮ      ＰＯ4-Ｐ     ｸﾛﾛﾌｨﾙa

調査月日 地点         (℃）         （％）        (μg-at/l）        (μg-at/l）        (μg/l）

表層 底層 表層 底層 表層 底層 表層 底層 表層 底層 表層 底層
令和5年4月17日 1 15.88 15.75 31.23 32.60 100.2 97.8 2.41 0.07 0.07 0.03 1.44 1.88

3 14.67 14.61 33.02 33.05 102.5 102.1 0.00 0.00 0.09 0.09 0.51 0.94
10 16.16 15.85 32.54 32.76 100.7 96.6 0.00 0.00 0.01 0.01 1.54 1.42
11 16.06 15.74 32.54 32.90 100.0 96.0 0.01 0.02 0.01 0.01 2.40 3.69
12 16.05 15.76 32.68 32.95 99.9 98.9 0.26 0.02 <0.01 <0.01 2.23 2.49
13 16.09 15.75 33.20 33.23 100.5 98.7 0.00 0.21 <0.01 <0.01 0.86 2.71

平均 15.82 15.58 32.54 32.92 100.6 98.4 0.45 0.05 0.03 0.02 1.50 2.19
令和5年5月11日 1 18.35 17.75 30.57 32.16 115.0 100.8 0.16 0.31 <0.01 <0.01 2.19 2.03

3 17.06 15.71 32.11 32.84 106.0 96.2 0.15 0.24 0.09 0.14 0.49 0.82
10 19.20 17.50 30.71 32.02 112.5 103.0 0.44 0.22 <0.01 0.02 1.99 1.03
11 18.71 17.55 31.53 31.81 111.4 103.5 0.27 0.28 <0.01 0.01 0.91 3.86
12 18.30 17.83 31.55 31.65 109.6 108.8 0.47 0.20 <0.01 <0.01 0.82 1.98
13 17.68 17.44 31.84 31.88 107.2 105.5 0.19 0.22 0.03 0.03 0.99 1.00

平均 18.22 17.30 31.39 32.06 110.3 103.0 0.28 0.25 0.02 0.03 1.23 1.79
令和5年6月13日 1 23.63 21.95 30.70 31.51 109.0 91.7 0.26 0.41 <0.01 <0.01 1.38 1.61

3 20.64 17.73 32.12 32.68 105.9 84.3 0.20 0.80 0.03 0.20 0.54 0.84
10 23.04 21.60 31.59 31.68 110.4 102.4 0.08 0.08 <0.01 0.01 0.84 2.56
11 22.84 21.27 31.23 31.71 105.6 96.8 0.16 0.17 <0.01 <0.01 1.59 2.13
12 23.01 21.67 31.15 31.60 111.2 103.7 0.31 0.14 <0.01 <0.01 0.63 2.02
13 22.81 21.37 31.60 31.85 109.3 100.3 0.17 0.13 <0.01 <0.01 0.86 2.44

平均 22.66 20.93 31.40 31.84 108.6 96.5 0.20 0.29 0.01 0.04 0.97 1.93
令和5年7月14日 1 26.66 23.87 23.68 30.07 118.5 63.0 1.39 3.60 <0.01 0.13 3.89 2.99

3 25.69 18.91 24.42 32.61 115.0 73.9 0.58 2.42 <0.01 0.19 3.94 1.51
10 26.51 24.21 23.21 29.76 128.0 67.7 0.35 5.25 <0.01 0.25 4.05 2.90
11 26.19 24.33 22.27 28.68 117.5 66.1 18.81 6.56 0.15 0.32 2.56 2.78
12 25.90 24.38 24.92 28.41 115.1 66.2 0.95 4.99 <0.01 0.10 5.42 4.67
13 25.76 23.86 24.51 29.13 119.8 76.2 1.10 8.55 <0.01 0.36 6.21 2.01

平均 26.12 23.26 23.84 29.78 119.0 68.9 3.86 5.23 0.03 0.23 4.35 2.81
令和5年8月23日 1 29.87 27.64 29.83 30.72 103.3 69.9 0.99 1.55 0.08 0.22 0.44 1.06

3 28.39 22.60 30.70 32.04 99.2 69.0 0.57 1.39 0.08 0.26 0.41 2.45
10 29.57 27.67 30.01 31.00 104.0 79.0 0.29 0.81 0.03 0.14 0.97 0.94
11 29.30 28.19 30.18 30.78 99.6 99.1 0.44 0.99 0.02 0.09 2.04 1.59
12 29.43 28.93 30.16 30.37 100.8 87.3 0.63 2.18 0.02 0.18 1.17 1.60
13 29.05 28.50 30.48 30.95 101.6 97.1 0.45 0.85 0.07 0.09 0.54 1.40

平均 29.27 27.26 30.23 30.98 101.4 83.6 0.56 1.30 0.05 0.16 0.93 1.51
令和5年9月13日 1 28.64 27.92 30.62 31.08 112.2 88.2 0.29 0.96 0.16 0.26 0.43 1.60

3 26.84 23.58 31.56 32.03 100.8 42.9 0.17 2.50 0.22 0.51 0.33 2.47
10 28.39 27.36 30.85 31.18 110.0 93.1 0.08 0.66 0.17 0.22 0.85 2.13
11 28.34 27.42 30.89 31.19 105.2 94.6 0.02 0.59 0.26 0.24 0.97 4.38
12 27.95 27.51 30.95 31.16 102.4 91.7 0.07 1.65 0.19 0.25 0.74 2.77
13 27.48 27.43 31.24 31.38 100.1 95.5 0.15 0.24 0.20 0.23 1.06 1.17

平均 27.94 26.87 31.02 31.34 105.1 84.3 0.13 1.10 0.20 0.29 0.73 2.42
令和5年10月16日 1 22.16 22.17 31.32 31.31 98.6 98.4 0.57 0.44 0.34 0.36 4.08 2.67

3 23.57 23.52 31.99 31.98 95.9 95.7 0.30 0.35 0.33 0.30 1.49 1.05
10 22.38 22.49 31.71 31.77 99.0 98.2 1.04 0.25 0.24 0.24 0.95 0.74
11 22.30 22.37 31.74 31.85 98.4 96.6 0.28 0.47 0.24 0.25 1.80 2.75
12 22.37 22.39 31.98 32.02 97.1 95.8 0.21 0.51 0.24 0.26 1.16 1.59
13 22.55 22.52 32.23 32.26 97.5 97.0 0.16 0.19 0.19 0.19 0.73 1.17

平均 22.56 22.58 31.83 31.87 97.8 97.0 0.43 0.37 0.26 0.27 1.70 1.66
令和5年11月15日 1 17.15 17.17 32.09 32.09 96.2 96.9 0.31 0.27 0.27 0.26 2.77 2.74

3 19.55 19.51 32.25 32.29 94.6 94.8 0.69 0.68 0.40 0.40 1.69 2.32
10 17.36 17.36 32.30 32.31 96.7 95.7 0.25 0.16 0.29 0.30 3.38 2.74
11 17.29 17.39 32.35 32.52 101.4 98.9 0.14 0.28 0.23 0.21 6.40 5.54
12 17.80 17.74 32.80 32.80 97.5 96.6 0.47 0.49 0.20 0.21 3.18 4.24
13 18.57 18.57 33.16 33.19 95.7 94.2 2.75 3.44 0.26 0.28 2.74 2.99

平均 17.95 17.96 32.49 32.53 97.0 96.2 0.77 0.89 0.28 0.28 3.36 3.43
令和5年12月19日 1 12.42 12.43 33.07 33.06 94.6 94.5 0.30 0.09 0.23 0.27 2.45 2.66

3 13.96 13.84 32.80 32.88 94.9 93.9 0.86 0.64 0.29 0.30 1.59 1.27
10 12.74 12.64 32.91 33.12 96.7 94.9 0.02 0.09 0.22 0.21 1.80 2.44
11 12.54 12.55 32.95 32.95 94.4 94.5 0.53 0.76 0.18 0.22 3.31 2.66
12 12.56 12.56 32.95 32.95 94.5 94.4 0.50 0.56 0.19 0.21 3.09 2.23
13 13.56 13.54 33.29 33.27 93.8 93.9 1.55 1.44 0.26 0.28 1.81 1.37

平均 12.96 12.93 33.00 33.04 94.8 94.4 0.63 0.60 0.23 0.25 2.34 2.11
令和6年1月11日 1 10.33 10.24 33.04 33.04 102.0 101.7 0.49 0.42 0.11 0.11 0.74 1.16

3 11.22 11.22 32.98 32.98 99.1 99.1 0.49 0.59 0.13 0.16 1.91 2.13
10 10.10 10.02 33.06 33.06 102.1 101.9 0.35 0.37 0.10 0.12 1.06 1.49
11 9.84 9.69 33.13 33.13 103.3 103.3 0.35 0.50 <0.01 0.01 2.13 1.29
12 9.79 9.81 33.30 33.35 102.9 103.2 0.39 0.39 <0.01 <0.01 1.72 2.04
13 10.60 10.66 33.45 33.49 103.3 103.4 0.45 0.43 <0.01 <0.01 1.72 1.49

平均 10.31 10.27 33.16 33.18 102.1 102.1 0.42 0.45 0.06 0.07 1.55 1.60
令和6年2月13日 1 8.36 8.49 32.43 32.74 108.4 106.1 0.07 0.12 0.03 0.03 2.91 2.91

3 9.62 9.60 33.03 33.03 100.2 99.8 0.14 0.14 0.13 0.12 1.51 1.19
10 8.68 8.56 32.84 32.87 105.5 104.7 0.03 0.05 <0.01 <0.01 0.85 2.35
11 9.01 8.80 32.89 32.90 105.6 105.2 0.02 0.05 <0.01 <0.01 2.69 1.40
12 8.93 8.81 32.94 32.96 102.8 102.5 0.06 0.01 <0.01 <0.01 2.04 1.08
13 9.00 8.98 32.86 32.89 102.9 103.3 0.17 0.04 <0.01 <0.01 1.51 2.26

平均 8.93 8.87 32.83 32.90 104.2 103.6 0.08 0.07 0.03 0.03 1.92 1.87
令和6年3月11日 1 9.69 9.88 32.16 32.40 103.9 103.6 0.24 0.20 <0.01 <0.01 1.83 1.19

3 10.53 10.49 33.00 33.00 99.1 99.0 0.33 0.16 0.12 0.11 0.52 0.84
10 10.41 10.09 32.41 32.62 104.9 103.0 0.18 0.17 <0.01 <0.01 0.86 0.44
11 10.35 10.05 32.41 32.46 104.0 103.1 0.16 0.19 <0.01 <0.01 0.86 1.06
12 10.11 9.99 32.45 32.45 103.4 103.1 0.40 0.15 <0.01 <0.01 1.19 0.65
13 10.07 10.00 32.33 32.36 103.3 102.8 0.16 0.18 0.02 <0.01 1.27 0.74

平均 10.19 10.08 32.46 32.55 103.1 102.4 0.25 0.18 0.02 0.02 1.09 0.82

図 2 水温の変化（左：表層，右：底層） 

表４ 水質測定結果 
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有明海漁場再生対策事業 
（１）アサリ種苗生産 

 

鹿島 祥平・金澤 孝弘・後川 龍男・日高 研人 

 
 

有明海漁場再生対策の一環として，アサリ種苗の生産を行っ

たので，その概要について報告する。                                              

 
方  法 

 
１．採卵 

採卵は,アサリ成熟期である春（4～5 月）及び秋（10

月）に行った。産卵誘発は，昇温刺激法（飼育水温より

5℃程度昇温した紫外線滅菌海水に浸漬）により行い，春

1 回，秋 1 回採卵した。 

産卵の兆候がある雌の個体は，図 1 に示した 0.5 トン

ポリエチレン製黒色パンライト水槽（以下，「パンライト

水槽」という）に収容し，複数の雄から採取した精子の

懸濁液を少量添加した。 

 
２．浮遊幼生飼育 

孵化した浮遊幼生は，パンライト水槽に約 2～3 個体

/ml の密度で収容し，着底稚貝まで飼育した。餌料は，

研究所で継代飼育した Chaetoceros neogracile（以下，

「キート」という）と Pavloba lutheri（以下，「パブロ

バ」という）を与えた。糞や残餌は，ほぼ毎日取り除き，

適宜，換水した。 

 
３．稚貝飼育 

着底稚貝は，図 1 に示したダウンウェリング水槽（以

下，「ウェリング水槽」という）に収容し，紫外線滅菌海

水を掛け流して飼育した。毎朝，キートとパブロバを循

環環境下で給餌した。また，殻長 0.5 ㎜以上に成長した

稚貝は随時，図 2 に示した稚貝育成装置「かぐや」に収

容し，海区内の漁港に垂下して飼育した。 

 
結  果 

 
１．採卵 

計 2 回の採卵で約 1 億 4,250 万粒を確保し,うち孵化

した約 8,550 万個体の浮遊幼生をパンライト水槽に収容

した。全生産回次における孵化率は約 60%であった。 

 

２．浮遊幼生飼育及び着底稚貝飼育 

浮遊幼生は着底期までパンライト水槽で飼育した。着

底前の稚貝を，春期に約 1,240 万個体，秋期に約 1,700

万個体，ウェリング水槽へ移行した。着底期までの生残

率は，春が 75.2％，秋が 85.0％であった。その後ウェリ

ング装置底部に細砂を投入し，着底稚貝に変態させた。

着底後の稚貝はウェリング水槽で飼育し，殻長 0.5 ㎜に

達した個体については順次，稚貝育成装置「かぐや」に

収容し，海区内の漁港で育成した。 

 

３．稚貝飼育 

 本事業の有明海での調査用稚貝として，本年度春生産

貝から平均殻長 10.0mm の着底稚貝約 50 万個，昨年度秋

生産貝から平均殻長 8.5mm の稚貝約 10 万個を確保した。

ただし、令和 5 年度は有明海で天然発生種苗が大量に確

保できたため、実際に試験に供することはなかった。そ

のため、これらのアサリについては余剰分も含め、ウェ

リング装置及び「かぐや」にて継続飼育する予定である。 

 

  

 

 

図 1 パンライト水槽（左）とウェリング水槽（右） 

図 2 稚貝育成装置「かぐや」 
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有明海漁場再生対策事業 

（２）タイラギ種苗生産 

 

後川 龍男・金澤 孝弘・鹿島 祥平・日高 研人 

 
 

有明海では，タイラギ資源の回復を目的として本事業に

よりタイラギ母貝団地の造成が行われている。豊前海研究

所では，母貝団地移植に用いるため有明海産タイラギの種

苗生産を行ったので報告する。 

 

方  法 

 

 国立研究開発法人水産研究・教育機構が作成したタイ

ラギ種苗生産マニュアル 1）に基づき種苗生産を実施し

た。餌料には自家培養したパブロバ Pavlova lutheri

（以下 Pl）と市販の濃縮キートセロス Chaetoceros cal

citrans（以下 Cc）を用い，幼生飼育では原則として朝

夕 2 回，1～3 万 cells/ml/回程度を目安に給餌した。D

型幼生の期間中（約 5 日）は Pl のみ，その後は Pl と C

c を細胞数で半々を目安に給餌した。シャワー装置は 10

～20 分に 1 回，1 分間作動するよう設定した。スクリー

ンフィルターの目合いは 40，50，70，100，120μm と

し，幼生の成長に応じて随時交換した。全換水は原則と

して 2 日に 1 回，殻長測定は週 1 回を目安に実施し，着

底期には着底稚貝の回収を兼ねた底掃除を随時実施し

た。飼育水槽の水温は，水温ロガー（Onset 社製 HOBO M

X ペンダントロガー）を水槽に設置して連続観測した。

前述のマニュアルではウォーターバスによる加温飼育が

推奨されているが，豊前海研究所の現施設では対応不可

能なため，本年度は投込式チタンヒーター（100V-1kw）

とサーモスタット（レイシー社製 TC-101）を用いた直

接加温飼育を一部の水槽で試行した。 

 幼生飼育は 1 ラウンド実施した。5 月 31 日に水産技

術研究所百島庁舎（広島県）で採卵された受精卵約 1,0

00 万粒を，ビニル袋に少量の海水と純酸素とともに封

入してクーラーボックスに収容し豊前海研究所に運搬し

た。採卵から約 7 時間後に孵化槽（自然水温および 2

5℃）にそれぞれ収容し，翌朝浮上した幼生のうち約 40

0 万個体を飼育装置 4 セット（自然水温 2 セット，加温

飼育 2 セット）に収容して飼育を開始した。 

加温飼育では水温 25℃で飼育を開始し，着底期には

水温を 27～28℃に上げた。また両者とも幼生の成長や

密度の低下に応じて，随時分槽やセットの集約を実施し

た。飼育中の幼生をスクリーンフィルターで濃縮した

後，飼育水ごと移送する操作，あるいは 3 水槽以上を連

結して運転することで集約する操作を基本とし，殻長 4

～500μm 以上の大型浮遊幼生の一部では，120μm 程度

のネットで幼生を受け清浄海水で洗浄した後に水を切

り，ネットに残った幼生を新しいセットに移槽した。移

槽直後の幼生が水面に貼り付く場合は，幼生がある程度

沈降するまでシャワー装置を連続運転した。 

 着底した稚貝は，前述のマニュアルに従いプランクト

ン標本分割器で計数後，目合い 263μm のネットを張っ

たダウンウェリング容器に 1 万個程度までの収容を目安

として収容した。容器は 500L パンライト 1 基あたり 4

つずつ収容し，ダウンウェリング方式で殻長 5mm 以上を

目標に中間育成を行った。中間育成は自然水温，微換水

で行い，数日おきに全換水と水槽掃除，容器の清掃を実

施した。中間育成では Pl，Cc を 1 日 2 回，両者の合計

で 6 万 cells/ml/回程度を目安に給餌した。 

 

結果および考察 

 

 飼育結果を表 1，幼生の平均殻長及び飼育数，着底稚

貝数（累積）を図 1，毎日正午の飼育水槽の自然水温お

よび自然水温飼育における幼生の平均殻長を図 2 に示し

た。加温飼育は成長が良く，着底初認も日齢 28 と早か

表 1 令和 5 年度タイラギ種苗生産の概要 

飼育期間 初期収容数 着底期間
着底稚貝数

（初期収容稚貝数）
出荷稚貝数 （出荷日、出荷先、平均殻長）

5/31～8/10（71日：幼生）
～8/23（中間育成）

400万／4セット
加温飼育：日齢28～44
自然水温：日齢47～71

加温飼育：5,000個
自然水温：45,000個

4,000個
21,000個
10,000個
9,000個

（8/1 熊本    11.5mm）
（8/23 熊本  7.4～8.7mm）
（8/23 佐賀有明 　5.6mm）
（8/23　福岡有明　5.7mm）

7/28～8/15（中間育成） 30,000個 20,000個 （8/15 福岡有明  11.3mm）（※センター生産着底稚貝）
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ったものの幼生飼育時の減耗が大きく，得られた着底稚

貝は約 5 千個と少数に留まった。加温飼育と比較する

と，自然水温飼育では成長が遅く着底初認は日齢 47 で

あったものの，幼生飼育時の減耗が少なく，得られた着

底稚貝は約 4.5 万個と多くなった。本年度の結果から，

豊前海研究所におけるタイラギ種苗生産では，飼育管理

がより煩雑になり漏電や火災の危険もある直接加温飼育

の優位性はなく，自然水温で飼育するのが望ましいと考

えられた。 

本年度の自然水温飼育では，これまでしばしば見ら

れたアンボ期での成長停滞は見られず，水温が 28℃を

超えた時期から浮遊幼生の成長が良くなったことがうか

がわれた。幼生飼育を総合すると，本年度は日齢 28 に

稚貝 1 個体を初認し，その後日齢 71 までに合計約 5 万

個の着底稚貝を得ることが出来た。着底のピークは日齢

66～68 であった。本年度は水槽替えの頻度を高めるこ

とと底掃除を兼ねて着底直後の稚貝の回収を行うこと

で，水槽底面の残餌等の堆積および水カビの発生による

着底稚貝の斃死を防止出来たと考えられた。 

中間育成は，おおむね水温 28℃以上の自然水温で実

施した。加温飼育において日齢 28～49 で着底した稚貝

約 5 千個を日齢 62 まで育成し，8 月 1 日に平均殻長 11.

5mm，約 4 千個（育成歩留り 80％）で熊本県に出荷し陸

上中間育成に供した。また日齢 52 以降に着底した稚貝

約 4.5 万個を日齢 84 まで育成し，8 月 23 日に平均殻長

5.6～8.7mm，約 4 万個（育成歩留り 88.9％）で出荷し

中間育成を終了した。このうち平均殻長 7.4～8.7mm，

約 2.1 万個を熊本県に出荷し陸上中間育成に供し，平均

殻長 5.6mm のうち 1 万個を佐賀県に，9 千個を福岡県有

明海に出荷しそれぞれ海上中間育成に供した。 

なお，7 月 28 日に水産海洋技術センターより稚貝約

3 万個を受け入れて陸上中間育成を行い，8 月 15 日に殻

長 11.2mm，約 2 万個（育成歩留り 66.7％）で福岡県有

明海に出荷した（表 2 下段）。両者を総合すると，本年

度の中間育成では，稚貝 8 万個を収容して平均殻長 5mm

以上まで育成し，育成歩留り 80％，6.4 万個の稚貝を各

地に出荷することが出来た。 

 

文  献 

 

１)国立研究開発法人 水産研究・教育機構．タイラギ人

工種苗生産マニュアル（暫定版）Ver.1.1（2018）

 

 

 

図 1 幼生飼育の結果（飼育数および平均殻長） 

および着底稚貝数（累積）の推移 
図 2 自然水温飼育における飼育水温の推移と平均殻長 
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ふくおか成長産業化促進事業 

－豊前海のスマート化に向けた調査－ 

 

後川 龍男・日高 研人・鹿島 祥平 
 
 

県では水産業のスマート化を進めており，豊前海において

も，令和 2 年度から，福岡県海況情報提供システム「うみえ

る福岡」を通じて水温，塩分，クロロフィル a 濃度の漁業者

向け情報発信を実施している。本年度の観測結果についてと

りまとめたので報告する。 

 

方  法 

 

 図 1 に示した北九州門司区恒見地先のカキイカダ上に

JFE アドバンテック株式会社製のセンサーおよび通信機

器（以下 ICT ブイ）を設置し観測を行った。観測項目お

よび観測水深は水温（0.5m，5m），塩分（0.5m，5m），

クロロフィル a 濃度（2m）とした。30 分に 1 回測定され

たデータは，携帯電話回線を通じてクラウドサーバーに

送信され，水産海洋技術センターHP 内の「うみえる福岡」

（https://umiel-fukuoka.jp/）上で公開される。 

 センサー部にはワイパーによる付着物除去機能がある

ものの，付着生物の固着等による異常値発生を防ぐため

月に 1 回以上の頻度でセンサー部分の清掃作業を行うと

ともに，異常値が観測された場合はメンテナンスからの

経過日数や直前の降水量等も考慮した上でデータベース

から削除して対応した。 

 また本年度はセンサーのメンテナンスを 2 回に分けて

行うことで，表層水温・塩分のみ欠測期間がないよう観

測を行った。 

 

結果および考察 

 

恒見地先の水温，塩分，クロロフィル a 濃度の推移を

図 2～4 に示した。なおセンサー部メンテナンスのため 5

m 層水温と塩分の測定は 10/17 まで，2m 層クロロフィル

の測定は 12/27 までそれぞれ行い，3/11 から全ての観測

項目での観測を再開した。水温は通年測定した 0.5m 層で

7.2℃（1/24）～31.7℃（8/20），5m 層で 10.1℃（3/12）

～30.4℃（8/6），塩分は 0.5m 層で 9.8（7/1）～33.8（1

2/9 および 12/11），5m 層で 24.1（7/11）～33.4（4/5），

クロロフィル a 濃度は 0.4µg/L（7/29）～17.5µg/L（7/1

3）で推移した。水温上昇期の 4～8 月には，0.5m 層と 5

m 層の水温に差が生じる例が多く見られた。また 0.5m 層

の塩分はしばしば急激に低下した一方，5m 層の塩分の変

化は 0.5m 層に比べて緩やかであった。0.5m 層の塩分低

下時には多量の降雨が観測されていることが多く，特に

6/30から 7/1にかけては近隣の気象庁観測点である行橋

において合計 200mm を超える降水量が観測された。7/1

に本年度の最低塩分を示したのは，この降雨の影響と考

えられた。また 5m 層の塩分は，この後海水が鉛直混合し

たことにより遅れて低下し 7/11 に最低塩分を示したと

考えられた。 

本年度はメンテナンスを 2 回に分けたことにより，恒

見地先の表層において一年を通した水温や塩分の観測が

出来た。漁業者からの聞き取りでは，けた網におけるア

カガイ等の漁獲に水温低下が関係しているとの声もある

ことから，今後も一年を通して水温の観測が継続できる

よう，本年度のようにメンテナンスを分けて通年観測で

きる態勢を維持していく予定である。 

 
図 1 調査定点 
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図 3 恒見地先の塩分推移（ICT ブイ） 

図 2 恒見地先の水温推移（ICT ブイ） 

図 4 恒見地先のクロロフィル a 濃度推移（ICT ブイ） 
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